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Abstract：Weevaluatedthecorrelationbetweｅｎｔｈｅｔｉｍｅｎｅｅｄｅｄｆｏｒｗｈｏｌｅｆｕｌｌｙｏｐeningofthe

cervicalosandtheBisohpscorewhichconsistsoffiveparameterssuchascervical

dilation,cervicaleffacement,fetalheadstation，cervicalconsistency，andthedirectionofthecer-

vicalｏｓｉｎｌ３９ｐｒｉｍiparaandl73multipara，Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｗｅｒｅｓｈｏｗｎｉｎｂｅｌｏｗ．

l）Negativecorrelationsbetweenthetimesneededforwholeopeningofthecervicalosand

thefiveparameterｓｗｅｒｅｆｏｕｎｄｉｎｂｏｔｈｐｒｉｍｉｐａｒａａｎｄｍｕltipara

２）Thereweresignificant（p<o0001andp<0.0001）negativecorrelationsbetweenthetimes

neededforwholefullyopeninｇｏｆｔｈｅｃｅｒｖｉｃａｌｏｓａｎｄｔｈｅｔｏｔａｌｓｃｏresobtainedfromthe

fiveparametersinbothprimiparaandmultipara，Twoequations，ｔｈａｔｉｓ，Ｙ＝-147Ｘ＋2０

７１（r=-0.3707）ｉｎｐｒｉｍｉｐａｒａａｎｄＹ＝-105.1Ｘ＋1419（r=-0.4043）ｉｎmultiparawereob-

tainedfromtheseresults

AbovementionedresultssuggestthatBisohpscoreisusefulinthepredictionofthetime

neededforwholeopeningofthecervicalos．

KcyIuo7ds：Bisohpscore,stageofdilatation，predictionoffirststagetilne

Ｌ緒言 ならない。

入院してきた産婦に対して、入院時診察として

内診が施行される。この内診により、子宮口の開

大度が調べられ、分娩進行状況が評価される。一

般的に、分娩所要時間の予測には、子宮口開大度

と分娩所要時間との関係を示したフリードマン曲

線（図ｌおよび図２）'）が用いられるが、ビショッ

プスコア（表１）は頸管開大度のみでなく、展退

度、児頭位置、頚部硬度、および子宮口位置の評

価が可能であるので、これらの指標を用いて分娩

所要時間を予測することがより適切のように考え

られる。このビショップスコアが分娩所要時間の

予測の指標になり得るか否かについて今回検討した。

わが国婦人の分娩所要時間は、初産婦では12～

15.5時間、経産婦で５～８時間といわれている。

分娩開始の時期は、日本産科婦人科学会産科諸定

義委員会において、陣痛周期が約１０分以内（陣痛

の頻度が1時間6回以上）になった時点と定められ

ている。分娩第１期は開口期とも呼ばれ、分娩開

始から子宮口が全開大するまでの期間であり、初

産婦では10～12時間、経産婦では４～６時間を要

し、ほとんどの産婦はこの時期に入院する。分娩

を取り扱う助産師は産婦の入院後、分娩の経過を

観察し、且つ、安全・安楽に分娩を終了させねば
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Ⅱ対象および研究方法 部硬度、および子宮ｕ位置の平均所要時間は、各々、

28時間35分（n＝３）、３０時間49分（n＝５）、14時

間02分（ｎ＝２）、２２時間33分（､=10)、および'８

時間33分（n=37)、１点における各因子は、各々、

17時間06分（n=60)、２０時間51分（n=14)、１９時

間48分（ｎ＝28)、19時間32分（n=60)、および１４

時間02分（n=72)、２点における頸管開大度、展

退度、児頭位置、頚部硬度、および子宮口位置の

平均所要時間は、各々、13時間06分（n=54)、１６

時間23分（n=44)、12時間41分（n=81)、７時間５１

分（n=57)、および9時間41分（､=18）であった。

３点における頸管開大度、展退度、および児頭位

置の平均所要時間は、各々、４時間23分（n=11)、

１０時間49分（n=65）、および、４時間５２分

熊本大学医学部附属病院周産母子センターにお

ける正期産頭位自然分娩312症例が本研究の対象

である。その内訳は、初産139名、経産173名であ

る。これら産婦の入院時ビショップスコアの因子

および総点別スコアと分娩所要時間の相関関係を

検討した。

Ⅲ、結果

図３は、正期産頭位自然分娩（初産婦）におけ

る入院時ビショップスコア採点時から子宮口全開

大までの所要時間を各因子別に示したものである。

０点における頸管開大度、展退度、児頭位置、頸 (n=17）であった。

図２経産婦のFriedman曲線図１初産婦のFriedman曲線

表１ビショップスコア
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因子

ノ
占 数Ｉ、、

０ １ ２ ３

頸管開大度

(c､）

０ 1～２ 3～４ 5～６

展退度

(％）

O～３０ 40～５０ ６０～７０ 80～

児頭位置

(c、）
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頚部硬度 硬 中 軟

子宮口位置 後方 中央 前方
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図３頭位自然分娩（初産婦） 図４頭位自然分娩（経産婦）
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図６初産頭位自然分娩（正産期）の回帰直線

間42分（n=21)、１２時間05分（n=25)、５時間２８

分（n=12)、１１時間15分（n=10)、４時間22分（n＝

５）、および2時間03分（n＝３）であった。一方、

経産は、各々、10時間11分（n＝９）、１６時間23分

(n＝９）、８時間40分（n=30)、１６時間06分（n=２

０)、７時間31分（n=29)、５時間16分（n=17)、２

時間43分（n=12)、２時間54分（n=14)、および

０時間49分（､=9）であった。

図６は、正期産頭位自然分娩（初産婦）におけ

る入院時ビショップスコア採点時から子宮口全開

大までの所要時間をビショップスコア総点別に示

したものである。両者問に有意（p＜0.0001）の

負の相関関係が認められ、Ｙ=-147Ｘ+2071（r=-

03707）の式が得られた。

図７は、正期産頭位自然分娩（経産婦）におけ

る入院時ビショップスコア採点時から子宮口全開

大までの所要時間をビショップスコア総点別に示

したものである。有意（p＜００００１）の負の相関

関係が認められ、Ｙ=－１０５１Ｘ+1419（r=-0.4043）

の式が得られた。ここでＸは入院時ビショップス

コア総点、Ｙはビショップスコア採点時から子宮

ｕ全開大までの時間（分）である。

図５ビショップスコア総点と児娩出までの時間

図４は、正期産頭位自然分娩（経産婦）につい

て示したものである。０点における展退度、児頭

位置、頚部硬度、および子宮ｕ位置の平均所要時

間は、各々、１９時間15分（n＝４）、１１時間44分

(n＝９）、２１時間01分（n＝３）、および'4時間21分

(n=30）で、１点および２点における頸管開大度、

展退度、児頭位置、頚部硬度、および子宮口位置

の平均所要時間は、各々、１３時間07分（n=45）

および７時間52分（n=88)、１１時間56分（n=18）

および11時間27分（n=67)、12時間31分（ｎ＝42）

および７時間39分（n＝94)、１０時間02分（n=63）

および７時間23分（n=94)、８時間54分（n=94）

および３時間24分（n=36）であった。

また、３点における頸管開大度、展退度、および

児頭位置の平均所要時間は、各々、３時間58分

(n=30)、４時間22分（n=73)、および2時間37分

(n=16）であった。

図５は、ビショップスコア採点時から児娩出ま

での平均所要時間をビショップスコア総点別に示

したものである。初産においては、５点、６点、

７点、８点、９点、１０点、１１点、１２点、および'３

点の平均所要時間は、各々、２４時間52分（n=13)、

21時間01分（n=10)、１５時間41分（n=20)、１５時
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図７経産頭位自然分娩（正産期）の回帰直線

Ⅳ、考察

初産および経産のいずれの正期産頭位自然分娩

においても、入院時から子宮口全開大までの所要

時間は、頸管開大度、展退度、児頭位置、頚部硬

度、および子宮口位置の点数が高いほど短縮した。

しかし、児頭位置についてはその点数が1点以上

の場合に限り、子宮口全開大までの所要時間は延

長した。その点数が０点（station－３）の場合

には、初産経産とも１点（station－２）に比べ

逆に短縮した。station-3およびstation-2

の児頭位置は極めて高く、内診する人によっては

誤差を生じやすいことが考えられる。にもかかわ

らず、初産および経産の入院時ビショップスコア

総点と子宮口全開大までの所要時間との間には有

意な負の相関関係が認められた。すなわち、初産

においてはＹ＝-147Ｘ＋2071（r＝-0.3707)、経

産においてはＹ=-1051Ｘ+1419（r=-04043）の

式が得られた。これらの式は、医師や助産師が入

院時より子宮口全開大までの所要時間を予測する

のに有用である。

謝辞：本論文の作成にあたり、ご協力ご指導頂い

た熊本大学名誉教授岡村均先生と周産母子センター

スタッフの皆様に深謝いたします。

引用文献

l）真柄正直：最新産科学正常編，文光堂，東京，ｐ245,1

９９８．

－７０－


	標題

	Ⅰ． 緒言

	Ⅱ． 対象および研究方方法

	Ⅲ． 結果

	Ⅳ． 考察


